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理工系のための一般化学（第 1 刷） 正誤表 
2024年 3月 15日 

章 ﾍﾟｰｼﾞ 行および式番号 誤 正 

9 108 表 9・1 

O2  1.3×10–3  

N2  6.2×10–4  

CO2 3.4×10–2  

NH3 5.9×10  

He  3.7×10–4  

O2  1.3×10–8  

N2  6.2×10–9  

CO2 3.4×10–7  

NH3 5.9×10–4  

He  3.7×10–9  

9 108 例題 9・1 の解答 Sgas = (3.4×10–2)Pgas Sgas = (3.4×10–7)Pgas 

9 113 問題 9・2 沸点は 375.3 K 沸点上昇は 0.26 K 

9 113 問題 9・4 175.0 mL 17.50 mL 

 

 

2023年 6月 15日 

章 ﾍﾟｰｼﾞ 行および式番号 誤 正 

1 7 4 行目の式 

2.35×102 + 9.764×104  + 2.757×103  

= (0.235 + 97.64 + 2.757 )×103  

= 100.632×103  

= 1.00632×105  （小数点第 3 位を四捨五入して） 

  1.01×105 

2.35×102 + 9.764×104  + 2.757×103  

= (0.235 + 97.64 + 2.757 )×103  

= 100.632×103  （小数点第 3 位を四捨五入して） 

100.63×103   

= 1.0063×105 

1 7 
問題 1・2(a)  

2 行目 
mL g-1 g mL-1 

2 16 コラム 2・2 粒子の運動量 p の不確かさp と位置 x の不確かさx 粒子の位置 x の不確かさx と運動量 p の不確かさp 

2 16 コラム 2・2 Δ𝑝 × Δ𝑥 ≧ ℎ Δ𝑥・Δ𝑝 ～  ℎ 

2 21 本文 4 行目 s 軌道 p 軌道 s 軌道，p 軌道 

2 21 本文 13 行目 アルカリ土類金属元素 アルカリ土類金属 
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2 23 問題 2・5 N，Al，Cl-の Al，K，Ti の 

3 33 
表 3・5 

結合距離の数値 

 HF  0.9169 

 HCl  1.2746 

 HBr  1.4145 

 HI  1.6090 

 LiH  1.5949 

 LiF  1.5639 

 LiCl  2.0207 

 LiBr  2.1704 

 LiI  2.3919 

 NaCl  2.3608 

 KCl  2.6667 

 CO(C–O+) 1.1282 

 CO(C–S+) 1.5348 

 HF  0.09169    

 HCl  0.12746    

 HBr   0.14145    

 HI    0.16090    

 LiH    0.15949    

 LiF  0.15639    

 LiCl   0.20207   

 LiBr   0.21704   

 LiI    0.23919    

 NaCl   0.23608    

 KCl  0.26667   

 CO(C–O+)   0.11282    

 CO(C–S+)   0.15348   

4 41 
本文 16 行目 

数式 
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4 41 本文 19 行目 全運動エネルギーを気体の物質量 n で 全運動エネルギーを気体の分子数 N で 

4 41 
下から 4 行目の

数式 
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4 43 例題 4・2 の解答 vrms  =  (中略) ＝ 165 m s-1 vrms  =  (中略) ＝ 521 m s-1 

5 55 
本文 6 行目 

数式 
ΔH = ΔU － P ΔV = (略)   ΔH = ΔU + P ΔV = (略) 

5 55 本文 12 行目 定圧過程では，H = U + PV であるから， 定圧過程では， ΔH = ΔU + P ΔV であるから， 

5 61 
(5・12)式の下の

式 
𝑞AB = −𝑤AB = 𝑛𝑅𝑇ln

𝑉B

𝑉A
 𝑞AB = −𝑤AB = 𝑛𝑅𝑇Hln

𝑉B

𝑉A
 

5 61 
(5・12)式の下の

式 
𝑞CD = −𝑤CD = 𝑛𝑅𝑇ln

𝑉𝐷

𝑉C
 𝑞CD = −𝑤CD = 𝑛𝑅𝑇Lln

𝑉𝐷

𝑉C
 

5 61 (5・13)式 𝜂 = 1 +
𝑞CD

𝑞AB

= 1 +
𝑛𝑅𝑇Hln(𝑉D 𝑉C⁄ )

𝑛𝑅𝑇Lln(𝑉B 𝑉A⁄ )
= 1 +

𝑇Hln(𝑉D 𝑉C⁄ )

𝑇Lln(𝑉B 𝑉A⁄ )
 𝜂 = 1 +

𝑞CD

𝑞AB

= 1 +
𝑛𝑅𝑇Lln(𝑉D 𝑉C⁄ )

𝑛𝑅𝑇Hln(𝑉B 𝑉A⁄ )
= 1 +

𝑇Lln(𝑉D 𝑉C⁄ )

𝑇Hln(𝑉B 𝑉A⁄ )
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5 61 
(5・13)式の下の

式 

𝑉B

𝑉A

=
𝑉D

𝑉C
 

𝑉B

𝑉A

=
𝑉C

𝑉D

 

6 65 一つ目の式 𝜂 =
𝑞AB − 𝑞CD

𝑞AB

 𝜂 =
𝑞AB + 𝑞CD

𝑞AB

 

6 65 
本文 下から 1

行目 
ピストンとシリンダーの接触は機密で， ピストンとシリンダーの接触は気密で， 

6 67 本文 4 行目 ・過程Ⅲ：おもりmを載せて過程Ⅰの操作を… ・過程Ⅲ：おもり m を急に載せて過程Ⅰの操作を… 

6 71 
本文 10 行目 

本文 20 行目 
dU = dq － dw dU = dq + dw 

6 72 
例題 6・4 

1 行目 
溶けて 融けて 

6 74 
本文 下から 3

行目 
（物質の状態の変化させるのに必要な熱） （物質の状態を変化させるのに必要な熱） 

7 81 
本文 下から 2

行目 

ただし, 平衡定数は温度に依存する関数であるため, 厳密には定

数ではない. 
ただし，実際は温度に依存する関数であることに留意する必要がある． 

7 86 
例題 7・7 

5 行目 
ただし，上記平衡反応が右向きに進行する時， ただし，上記可逆反応が右向きに進行する時， 

7 87 

章末問題 

問題 7・4 

2 行目 

標準生成ギブズエネルギーを 16.6 kJ mol–1とする． 標準生成ギブズエネルギーを －16.6 kJ mol–1とする． 

9 106 本文 19 行目 (i)や(ii)の場合でもイオン性固体が… (i)や(iii)の場合でもイオン性固体が… 

9 108 表 9・1 

O2  1.3×102 

N2  6.2×10  

CO2  3.4×103 

NH3 5.9×106 

He  3.7×10 

O2  1.3×10–8  

N2  6.2×10–9  

CO2 3.4×10–7  

NH3 5.9×10–4  

He  3.7×10–9  

9 108 例題 9・1 の解答 Sgas = (3.4×10–1)Pgas Sgas = (3.4×10–7)Pgas 

9 111 
例題 9・3 

下から 2 行目 
これは図9･4(c)に相当するため，  これは図 9･6(c)に相当するため， 

9 111 
例題 9・3 

下から 1 行目 
CS2－CS2相互作用よりも大きい． CS2－CS2相互作用よりも小さい． 
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10 119 図 10・6 

  

10 119 表 10・2 

  

10 120 本文 10 行目 六方最密充填構造をとる場合が多い． 六方最密構造をとる場合が多い． 

10 124 本文 23 行目 これらの特徴を活かしたテレビやパソコンのティスプレー， これらの特徴を活かしたカラーフィルターやセンサー， 

11 128 
本文下から 13

行目 
電子受容体とみなすことができるため， 電子対受容体とみなすことができるため， 

12 141 
本文下から 10

行目 
I– (aq) + Cr2O7

– (aq) → I– (aq) + Cr2O7
2– (aq) → 

12 145 
表 12・1 

タイトル 
表 12・1 水溶液中における標準酸化還元電位 表 12・1 水溶液中における標準酸化還元電位（298 K） 

12 146 
上から 3 番目の

式 
Δ𝐺 = Δ𝐺o + 𝑅𝑇ln

[Fe2+][H+]

[Fe3+][H2]
 Δ𝐺 = Δ𝐺o + 𝑅𝑇ln

[Fe2+][H+]

[Fe3+]𝑃H2

 

 


